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第4回伊豆沼・内沼研究集会講演要旨   
伊豆∫召8内沼における放水植物相の変遷  
山本峰大1q中井静子1。嶋田哲郎ニー藤本表文2。進東健太郎ヱ・横山潤10  
（1山形大一理。生物，コ伊豆沼勺内沼環境保全財団）   
国内の淡水域D汽水域に生育する永生植物は、さまざまな要因によってその  
生育環境が悪化し、多くの種が絶滅に瀕している。特に沈水植物は水質汚濁の  
影響を受け易く、国内各地で急激に輝少している。宮城県内ではこれまで43分  
類群の在来沈水植物が記録されているが、そのうち既に2種が県内から絶滅し  
たと考えられており、半数以上に相当する24分類群が絶滅に瀕しているとされ  
ている（上野，2008）。沈水植物の生育環境はこれからも悪化の一途をたどるこ  
とが懸念され，減少傾向にある沈水植物の早急な保全対策が急務である。   
宮城県北部に位置する伊豆沼■内沼は、東北地方の平野部の代表的な水辺環  
境を有し、多様な生物相を擁することから、国の天然記念物、鳥獣保護区、さ  
らには水鳥の国内有数の飛来地としてラムサール条約の登録湿地にも指定され  
ている、国内でも最も重要な池沼の一つである。豊富な水生植物相を持っこと  
でも知られ、特にヒシモドキ（押野e肋血7どタぴね01iver）やアサザ（乃′〝甲如才ゐ∫  
ダg加如（Gmel・）0・Kuntze）といった希少水生植物の自生地与して国内でも重要な  
位置を占めている。しかし、ここでも急速な水生植物群落の衰退が生じており、  
特に沈水植物の減少は顕著である。過去の水生植物の調査例を見ると、1980年  
代前半までは沈水植物群落が広範囲に分布していた様子がうかがえる（牧軋  
i973；菅原■内藤，・1銅3；内藤他，1988）。しかしその後急速に減少に転じ、現  
在では伊豆沼のわずかな瘍所に生育が確認されているに過ぎない。そこで本研  
究では、伊豆沼。内沼における沈水植物の現状を明らかにするために、2008，  
2009年の2年間にわたって生育状況の調査を行った。またその過程で、伊豆沼。  
内沼の沈水植物相が年代とともに変化してきていることが明らかになったので、  
そのことについても報告する。   
2008年および2009年の調査で採集された沈水植物は、ホザキノフサモ  
（物アイ呼毎払〃ブ画C抽′乃7L．）、マツ卓（Ce7て坤砂地研血ブ柁77■爵潤L．）、オオトリゲ  
モ（ブ吻αざ咽げαe那ねM封d）、ホソバミズヒキモ（ア0細別聯わ胴C触感hJ∫Poir．）、ク  
ロモ噛ノd■肋－ノe7■血塩如（L・ぎー）鮎yie）の5種であった・。最も個体挙が多かった  
種は、2008年はマツモで、2009年はホザキノフサモであ■った。得られた個体数  
－30－   
自体は、ホザキノフサモが2年間を通して安定して多数確認されたのに対し、  
2009年のマツモの確認数は200＄年に比べて大きく減少していた。その他の沈水  
植物の個体数は、2年間の調査全体を通して非常に少なく、オオトリゲモ、ホソ  
バミズヒキモ、クロモの3種は、伊豆沼では著しく生育密度が低い状況にある  
と考えられる。   
このようなホザキノフサモやマツモが優占する現在の伊豆沼の沈水植物群落  
は、これまでの記録とは大きく種樽成が異なっている。伊豆沼一内沼では、1980  
年代前半まではクロモが優占する沈水植物群落が広く分布しており、ホザキノ  
フサモは長沼では記録があるものの、伊豆沼島内沼からはほとんど記録がなか  
った（牧軋197・3，菅原。内藤，ユ983）。しかし198革年になると、ホザキノフサ  
モが3／4の調査地点で確認されるようになったこ′とが記録されていろ（内藤他  
1988）。この頃からクロモとの相対的な優占度の逆転が生じ始めたのではないか  
と考えられる。この皐うな逆転がなぜ生じたのかについては、現在のところよ  
くわからないが、このような種構成の違いが生じたことにも注目することは、  
今後伊豆沼。内沼七沈水植物群落の復元を行う上でも重要であると考える。  
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